
14広報みはま

まちの話題をお知らせします。

↓ 7 缶目成功なるか !?( 空き缶積みゲーム )

　5 月 22 日に、総合体育館で ｢ みはまっ子交流会 ｣
が開催されました。
　このイベントは、子ども会育成連絡協議会が、町内
の小学生の交流を深めること目的に実施。当日会場で
は、｢ ストラックアウト ｣ や ｢ わりばしダーツ ｣、｢ 空
き缶積み ｣ 等、8 つのゲームコーナーが設けられ、参
加した多くの子どもたちが楽しんでいました。
　また、後半にはジュニアリーダーズクラブが企画し
たゲーム大会が行われ、｢ ネコとネズミ ｣ や ｢ 人間知
恵の輪 ｣ 等の集団遊びを通して、校区を超えた友達の
輪が広がっていました。

み はまっ子交流会
遊びの広場で友達を作ろう

↓完成予定図 ( 北西方面からの鳥瞰図 )

↑苅初の儀を行う山口町長 ( 安全祈願祭 )

　中央公民館に代わる生涯学習の拠点施設として、新たに建設される
生涯学習センター ｢ なびあす ｣。その建設工事がいよいよ始まり、5
月 31 日に、工事の安全祈願祭と起工式が行われました。
　町役場西隣に建設されるセンターは、鉄筋コンクリート造 3 階建で、
延床面積は 3,964 ㎡。個性化 ･ 多様化する生涯学習ニーズに柔軟に
対応できるよう、図書館、公民館、文化ホール等の機能を兼ね備えて
います。
　完成については、平成 24 年 6 月を予定しています。

生 涯学習センター建設工事、始まる
私たちが明日を学ぶために

米 STARS in 新庄
目指せ!米づくり名

マ イ ス タ ー

人

↓気合いも十分 ! 田植えに挑戦する子どもたち

　農事組合法人 ｢ 新庄わいわい楽舎 ｣ では、今年度、
町内の小学生を対象に ｢ 米

マ イ

S
ス タ ー ズ

TARS in 新庄 ｣ と題した
無農薬での米づくり体験 ( 全 6 回 ) を行っています。
　5 月 21 日に、1 回目の体験が新庄で行われ、参加
した児童たちは約 780 ㎡の田に ｢ コシヒカリ ｣ の苗
を植えました。児童たちは、慣れない泥に足をとられ
ながらも作業を楽しみ、米づくり名人への第一歩を踏
み出しました。
　今後は毎月 1 回、田の生き物調査や案

か か し

山子づくり、
稲のはさかけ等を体験し、10 月にはとれた米を味わ
う収穫祭を予定しています。

町役場 生涯学習センター
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↑ ｢ ろう者でも、いろんな職に就くことができる社会になってほしい ｣
　と話す忍足さん

ク リーンアップふくい大作戦in美浜
町のゴミを一掃

↑耳川で流木等を回収する参加者

町 民人権講座
一緒に考えませんか?人権について

　6 月 11 日に、｢ クリーンアップふくい大作戦 in 美
浜 ｣ と題した清掃活動が、国道 27 号や梅街道等で行
われ、約 380 人が参加しました。
　町内 2 か所で行われた出発式の後、参加者はそれぞ
れの持ち場に分かれ、紙くずや木くず、空き缶、ペッ
トボトル等を拾いました。
　この日の清掃活動によって、可燃ゴミが約 590kg、
不燃ゴミが約 360kg 回収されました。
　参加者の皆さん、ご協力ありがとうございました。

　5 月 25 日に、はあとぴあで町民人権講座が開催さ
れました。
　今年度 1 回目となる講座では、映画 ｢ アイ ･ ラヴ ･
ユー ｣ で日本初のろうの主演女優としてデビューした
忍
お し だ り

足亜希子さんを招き、講演会が行われました。
　忍足さんは、これまでの女優経験を交えながら、｢ ろ
う者はどうしても職業選択の幅が狭くなってしまう。
でも、目標を持ってあきらめずに努力すれば夢は叶え
られるということを、ろうの子どもたちに伝えていき
たい。｣ と、手話で力強く語られました。

ハ ートフルウォーク2011
健康づくりの第1歩

↓久々子湖畔を歩く参加者

　6 月 11 日に、ハートフルウォークが総合体育館を発着に開催さ
れました。
　今回は、久々子湖と日向湖周辺にあるお地蔵さんを巡るコースで、
お地蔵さんを通過するたびにスタンプを押す、｢ お地蔵さんスタン
プラリー ｣ が行われました。当日は、3km、5km、10km の部にあわ
せて約 180 人が参加し、自分のペースでのウォーキングと湖岸か
らの景色を楽しんていました。
　なお、今回のコースの選定には、｢ 美浜町生涯学習地蔵マップ委
員会 ｣ のご協力をいただきました。

↓久音寺のお地蔵さんに道中の安全を祈願

↑参加者にスタンプを押す地蔵マップ委員会
　のメンバー ( 左 )


